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新たなビジネスの展開について 

 

新会社の定款（案）については、次のとおりです。 

 

第１章 総則 

（商号） 

第１条 当会社は、＜ 未定 ＞と称し、英文では＜ 未定 ＞と称する。 

 

（目的） 

第２条 当会社は、次の事業を営むことを目的とする。 

（１）水道施設及びそれらに付随する施設の管理及び運営 

（２）水道施設及びそれらに付随する施設の設計、施工及び監理 

（３）水道施設及びそれらに付随する施設の調査及び診断 

（４）水道に関するコンサルティング、各種講習及び知識の普及啓発 

（５）水道に関する調査、研究及び開発 

（６）前各号に付帯関連する業務 

 

（本店の所在地） 

第３条 当会社は、本店を神奈川県横浜市に置く。 

 

（公告の方法） 

第４条 当会社の公告は、官報に掲載して行う。 

 

（機関構成） 

第５条 当会社は、株主総会及び取締役会のほか、取締役及び監査役を置く。 

 

 

第２章 株式 

（発行可能株式総数） 

第６条 当会社の発行可能株式総数は、2,000株とする。 

 

（株式の譲渡制限） 

第７条 当会社の株式を譲渡するには、取締役会の承認を受けなければならない。 

 

（株主の住所等の提出） 

第８条 当会社の株主又はその法定代理人若しくは代表者は、当会社所定の書式により、

その氏名、住所及び印鑑を当会社に届け出なければならない。届出事項に変更を生じた
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ときも、その事項につき同様とする。 

（基準日） 

第９条 当会社は、毎事業年度末日の最終の株主名簿に記載又は記録された議決権を有す

る株主をもって、その事業年度に関する定時株主総会において権利を行使することがで

きる株主とする。 

２ 前項のほか、株主又は質権者として権利を行使すべき者を確定するために必要がある

ときは、取締役の過半数の同意をもって臨時に基準日を定めることができる。ただし、

この場合にはその日を２週間前までに公告するものとする。 

 

 

第３章 株主総会 

（招集） 

第10条 当会社の定時株主総会は、事業年度末日の翌日から３か月以内に招集し、臨時株

主総会は、必要に応じて招集する。 

２ 株主総会は、法令に別段の定めがある場合を除き、取締役会の決議に基づき社長が招

集する。 

３ 社長に事故あるときは、取締役会で定めた順序により他の取締役が招集する。 

４ 株主総会の日時、場所及び会議の目的たる事項は、取締役会の決議により定める。 

 

（議長） 

第11条 株主総会の議長は、社長がこれにあたる。 

２ 社長に事故あるときは、取締役会で定めた順序により他の取締役があたる。 

 

（決議の方法） 

第12条 株主総会の決議は、法令又は本定款に別段の定めがある場合のほか、出席した株

主の議決権の過半数をもって行う。 

 

（株主総会の議決権の代理行使） 

第13条 株主は、代理人によって議決権を行使することができる。この場合には、代理権

を証する書面を総会ごとに会社に提出しなければならない。 

２ 前項の代理人は、当会社の議決権を有する株主に限るものとし、かつ２名以上の代理

人を選任することはできない。 

 

 

第４章 取締役、監査役、代表取締役及び取締役会 

（取締役及び監査役の員数） 

第14条 当会社の取締役は３名以上７名以内、監査役は１名以上とする。 

 

（監査役の権限） 

第15条 監査役は、取締役の職務の執行を監査する。 

 

（取締役及び監査役の選任） 

第16条 当会社の取締役及び監査役は、株主総会において議決権を行使することができる

株主の議決権の過半数を有する株主が出席し、その議決権の過半数の決議によって選任
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する。 

２ 当会社の取締役の選任については、累積投票によらないものとする。 

 

（取締役及び監査役の任期） 

第17条 取締役の任期は、選任後２年以内、監査役の任期は、選任後４年以内の最終の決

算期に関する定時株主総会終結の時までとする。 

２ 補欠又は増員で就任した取締役の任期は、現任取締役の任期が満了すべき時までとす

る。 

３ 任期満了前に退任した監査役の補欠として選任された監査役の任期は、退任した監査

役の任期の満了すべき時までとする。 

 

（代表取締役） 

第18条 取締役会の決議をもって、取締役の中から代表取締役１名を選任し、当該代表取

締役をもって社長とする。 

２ 社長のほか、取締役会の決議により、当会社を代表する取締役を定めることができる。 

 

（取締役会の招集及び議長） 

第19条 取締役会は、社長がこれを招集し、その議長となる。社長に事故あるときは、取

締役会で定めた順序により他の取締役がこれに代わる。 

２ 取締役会招集の通知は、会日の３日前までに各取締役に対して発する。ただし、取締

役全員の同意があるときはこの限りでない。 

 

（取締役会の決議方法） 

第20条 取締役会は、取締役の過半数の出席によって成立し、決議はその過半数をもって

する。 

 

（取締役会の権限） 

第21条 取締役会は、法令又は本定款に定める事項のほか、会社の重要な事務の執行を決

定する。 

 

（業務執行） 

第22条 社長は、当会社の業務を統括し、他の取締役は社長を補佐してその業務を分掌す

る。 

２ 社長に事故あるときは、取締役会で定めた順序により他の取締役が社長の職務を代行

する。 

 

（報酬及び退職金） 

第23条 取締役及び監査役の報酬及び退職金は、それぞれ株主総会の決議をもって定める。 

 

 

第５章 計算 

（事業年度及び決算期） 

第24条 当会社の事業年度は、毎年４月１日から翌年３月31日までとし、その末日をもっ

て決算期とする。 
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（剰余金の配当） 

第25条 剰余金の配当は、毎事業年度末日現在における株主名簿に記載された株主又は質

権者に対して行う。 

２ 配当財産が金銭である場合は、その支払開始の日から満３年を経過しても受領されな

いときは、当会社はその支払義務を免れるものとする。 

 

 

第６章 附則 

（設立に際して出資される財産の価額） 

第 26 条 当会社の設立に際して出資される財産の価額は、金１億円とする。 

 

（成立後の資本金） 

第 27 条 当会社の成立後の資本金の額は、金 1億円とする。 

 

（設立に際して発行する株式） 

第 28 条 当会社の設立に際して発行する株式の総数は、普通株式 2,000 株とし、１株の発

行価額は５万円とする。 

 

（最初の事業年度） 

第29条 当会社の最初の事業年度は、当会社設立の日から平成23年３月31日までとする。 

 

（発起人の名称、住所及び引受株数） 

第 30 条 発起人の名称、住所及び発起人が引き受けた株式の数は、次のとおりである。 

（住   所） 横浜市中区港町 1 丁目 1 番地 

（名   称） 横浜市 

代表者 横浜市水道事業管理者 

水道局長 齋 藤 義 孝 

（引受株式数） 普通株式 2,000 株 

 

（法令の準拠） 

第 31 条 本定款に定めのない事項は、すべて会社法その他の法令に従う。 
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水道・交通委員会資料 

平成 22 年４月 23 日 

水   道   局 

 
 
 
 
 
 

３月１６日水道・交通委員会要求資料 

 

１ 社員の人件費(約 450 万円)内訳 

２ 平成２１年度のラスパイレス指数の状況 

３ 地域手当 



資 料 － １

 

社員の人件費（約４５０万円）内訳 
 

（単位：万円） 

項  目 金  額 備  考 

給  料 約２２０ 

期末勤勉手当 約８０  

小  計 約３００ 再雇用嘱託職員の給与水準 ※１ 

労基法第 37 条に基

づき支給する時間

外、深夜の割増賃金 
約３０  

通勤手当 約６０ 限度額 55,000 円／月 ※２ 

法定福利費 約６０ 
健康保険、介護保険、健康保険(期末)、
厚生年金、雇用保険、労災保険 ※３

合  計 約４５０ 

 
※１ 本市の再雇用嘱託職員の年収を参考とした予算作成時点の試算値 
※２ 55,000 円は、本市の通勤手当支給の 1 か月当たり限度額 
※３ 再雇用嘱託職員を雇用した場合の本市負担分 



瀬 島 巴 鼎 紬   

茄 淋 剖 8 葦 小 ・ 祖 師 哺 腐 一 〓 J 「 ノ バ   

（ 個 熟 N N 欄 山 加  茄 淋 剖 斗 － ト ス － 皇 ‰ ÷ こ 野 苺 ）   

Ⅷ N ヽ ご ご こ ⊆ 濫 讐 三 ご 甲   

呼 執 ヰ 芯 潜 づ 計 か 0    

【 間 瀬 】  甚 島 側 此 養 田 藤 8 Ⅷ ゝ ＼ ぐ 〓 ＼ ザ 認 弊   

（ 個 熟 N － 罰 A 血 － Ⅲ 薗 討 ）   

（ 苗 ）  N － 罰 心 血 － Ⅲ 薗 討 符 計 耳 か 団 寄 3 囲 葦 ㈲ 付 回 帥 備 3 粗 布 ㈲ 符 汁 口 碑 圧 「 津 ♂ 3   

※   「 蕗 轟 ≠ 脹 養 田 藤 3 Ⅷ ゝ ＼ ぐ 二 ＼ ㍗ 苛 潜 」 付 帯 ノ 造 兵 側 脹 呼 皆 済 「 汁 甚 岳 符 計 葺 か 周 期 停 滞   

加 什 甚 叶 停 滞 加 8 夢 中 笑 備 付 芹 澤 ヰ か 拝 啓 ノ  甚 顛 側 脹 3 粗 布 ㈲ 呼 適 ぐ ノ バ 義 目 「 汁 Ⅷ ゝ ＼ 人 ＼   

て ゝ 芯 弊 d 汐 か 0    

（ 帯 ）  ≠ ゝ ト ぐ 〓 ∴ エ 悪 渾 竺 中 二 些 御 柱 鱒 加 8 詐 血 女 鹿 蒜 － 0 0 け 「 汁 飾 ゆ 3 詩 叶 醇 湘 加 8 布 巾 笑 備   



岸 蕊 ≠ 血  （ 元 盟 牌 ≠ 此 ノ  S 畠 ～ ノ  H － 0 0 ～ 露 癖 ≠ 血 ）    

拉 湘 加 布 巾 市 甚 渇 8 挿 頭 癖 掛 算 備 呼 汁 岱 苫 前 市 河 罪 眈 ヰ か Ⅱ 苫 d ノ  抄 淋 加 8 葦 小 津 備   

呼 ノ  抑 召 湘 紗 8 蕗 薪 溺 轟 師 8 僻 諭 亜 符 訪 ロ バ 彗 牌 ヰ か 拝 啓 符 榊 帯 ヰ か ≠ 此 0   

（ 馳 郎 ）  茹 語 群 車   

・ 藻 帯 封 － 帯 轟 轟 加 8 布 巾 市 溺 ヰ か 沖 蓮   

・ 蕗 壮 皿 詳 市 部 N O 料 神 事 N 痢   

此 ノ  富 市 葦 蟄 牌 ≠ 此 ノ  諒 聾 ≠ 此 ノ  偲 中 津 帝 ≠ 此 ノ  市 単 皆 瀬 血 止 ノ  市 露 轡 湘 ≠ 此  （ 〓   

ぎ 不 備 浅 か ≠ 此 呼 押 野 0 ） ノ  〉 仲 基 ≠ 止  （ 〓 ぎ 百 億 鳴 か ≠ 此 呼 坤 野 0 ） ノ  昂 国 学 避 淋 ≠   

脹 ノ  武 田 問 ≠ 此 ノ  哺 描 轟 加 蕃 垂 画 恋 誼 歳 ノ  対 溺 避 淋 ≠ 此 ノ  妥 這 忘 慧 鱒 ≠ 此 ノ  哺 渾 轟 ≠   

脹 ノ  遮 光 ≠ 止 ノ  蟹 静 ≠ 血 ノ  湘 事 露 和 血 ノ  市 村 帝 迦 耳 轟 加 難 事 ≠ 此 ノ  帝 避 耳 頚 拇 加 継   

琳 ≠ 止 ノ  鰍 対 韓 瑚 鵬 薄 加 市 翌 ≠ 此 ノ  榊 昂 要 路 前 薄 叫 ≠ 此 ノ  耐 難 薄 叫 ≠ 此 ノ  細 ＃ 薄 湘   

鳴 海 苛 赫 ≠ 此 ノ  欝 珊 講 師 ≠ 此  （ 兜 ゝ 舟 傭 岩 瀬 亜 講 師 ≠ 此 呼 坤 官 0 ）  壇 再 転 轟 ≠ 此 呼 粗   

布 ヰ か 日 付 碧 d 仰 か 0    

（ 辞 典 ≠ 脹 ）   

部 － ○ 沖 8 N  轟 加 符 荘 ノ  甚 渇 ≠ 脹 呼 回 春 ヰ か O   

N ＝ 筐 底 エ ア 此 8 こ 〓 野 霹 ノ  帯 革 ノ  洋 淋 ≠ 此 沖 宝 哺 描 轟 ≠ 此 8 止 瀞 8 吟 半 髄   

市 － 0 0 抄 8 － N 呼 淋 ロ バ 詞 神 髄 什 「 ノ 舟 8 榊 葦 枕 許 荘 ノ 器 立 半 円 こ 遥 訂 ∵ 汁 拍 0    

鴫 諒 基 軸 粒 沖 団 扇 畠 ノ  沖 亘 d ノ  部 痢 8 轟 加 符 華 「 ノ  罪 鰍 ≠ 血 ノ  岸 轟 血 血 ノ  前 知 ≠   
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